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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・向井　敦子様～本日、13：00～退院療養検討会実施。　三浦PSW出席。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ様～本人と､就労について話し合いを実施。盛岡市にある調理関係の仕事で3つ求人票をもらってきている。盛岡市は遠方で､通勤が大変なこと､夜勤が多い仕事の為､睡眠が不安定となる危険性が高く､まずは日勤帯の仕事を選ぶことを勧めると､｢じゃあ､8月末までは八戸市内の仕事を探そうかな｣｢わかった､昼間の仕事を見てみる｣と､了解している。ハローワークへは､障害を開示しており､障害者雇用登録の為の意見書ももらってきたと話しており､火曜日の診察時に主治医へ依頼すると話している。次回利用時､八戸市内の求人票で見つけてきたものを見せていただき､再度面談することとした。

また､最近の生活状況や病状について確認。昨日｢ベル･エポック｣田名部氏へ電話をしていたことについては訴えず､困ったこともないと話している。昨日の被害妄想の原因だったと思われる､1万5千円の時計もしてきており､盗まれた等の訴えもない。

・種本　サハ様～昨日、来所時ははっきりした口調で話されていたが、プログラム開始時より、呂律がまわらず胸が痛いとの訴えあり、バイタル測定後休養室で休んで頂いている。午後も引き続き休養をとって貰っていた。本日、本人より連絡があり、腰から背中にかけて痛い、又全身に痛みが廻っているようだと話され欠席されている。青明舎にはその旨伝えています。

・倉橋　生子様～本日、スタッフへ耳栓をして欲しいとの訴えあり、対処しています。

・大下　良悦様～昨日、帰荘時にボンヤリとした様子で検温すると39.2℃の発熱みられている。本人に確認するもなんともないと話されている。その後、座薬で37.4℃に解熱されている。

　　　　　　　　本日の朝、又39.9℃の発熱みられ鹿内内科を受診している。軽い肺炎と診断されています。明日も受診予定となっている。

・大久保康弘様～本日、呂律が廻らない様子みられいて、本人は「土曜日に服薬調整したので、その事が原因かな」と話されている。プログラムでもふらつきを訴え、血圧測定しているも血圧は異常はみられない。いつもよりボンヤリしている様子もあり、午後も引き続き、見守りをしていきます。

・八木橋牧雄様～酒臭はないが、手指振戦が顕著にみられている。「最近寝付きが悪いのでテレビを観ているとうとうとして､気が付いたら深夜1～2時になってしまう｣と話されている｡担当医には相談はしていないとの事。次回の受診日に相談すると話されている。

＜事例検討＞

藤村　翔様　（31）　統合失調症　担当医：田名部Dr

デイケア：H22.1/4利用開始　　　利用日：月・水

検討内容目標、計画の見直し

長期目標病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。

社会生活に必要な知識を身に付ける。

中期目標幻聴があった場合の対処法を身に付ける。

色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。

短期目標病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。

気になることや思ったこと等は積極的に発言する。

実施計画①幻聴について自ら話してくる事がない為、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)や幻聴に左右された行動はないか観察する。

②病状変化が見られた際は、幻聴の有無の確認や訴えの内容を傾聴し、言動の振り返りを行いながら対処法を考え促して行く。

③現在出来ている事、出来ていない事を現実的に捉えれるよう評価し、実際の場面に繋げれるようにする。

④発言内容の観察を行い、突然の発言には何故そのような発言をしたのかの背景をさぐり、タイミングがずれている場合や根拠のない発言は指摘していく。

現状・青山荘入所　１年延長

・幻聴は毎日ある。（左右された行動は現在はみられない）

　　・幻聴については、本人も分かっていてスタッフへ話すようになっている事を評価。　
・定期的に外泊はされている。（家族の関係性は比較的良好）　

・4月より、２週間毎の外来受診となっている。（本人の自信にも繋がっているのか笑顔で話している）

・本人の希望として、自炊訓練して生活出来るようになりたい。

・疾病について学びたいと話される。

(検討結果)

　　・幻聴（特に眼光が鋭くなったり、表情の硬さ）がみられるようであったら本人に確認していく。

　　・目標、計画は継続していく。今後、通所利用の目的を再確認し、必要に応じて変更していく。

＜外来情報＞

・古舘　正行様～今年に入り、４kg減少している。デイナイトケアで10時・15時におやつを主治医に報告している。

・平　康子様～便意がないのに、水状のものが出てくる。朝、病院で１回あり、以前にも似た

　　　　　　　症状があった。悪いものは食べていないと話している。

　　　　　　　主治医から様子観察の指示あり、次も同じような事があったら報告するよう伝えられている。

・前野　義勝様～来週、胸部レントゲンの指示出ている。

